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独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇

用
促
進
機
構
（
以
下
「
機
構
」）
は
、
５
月

31
日
、
全
国
１
１
０
９
住
宅
、
10
万
７
７

６
７
戸
を
運
営
し
、
そ
の
う
ち
４
万
３
５

２
５
戸
に
入
居
（
２
０
１
６
年
３
月
31
日

現
在
）
し
て
い
る
雇
用
促
進
住
宅
を
、
前

例
の
な
い
居
住
者
が
い
る
ま
ま
、
東
西
２

つ
に
分
け
て
一
括
で
民
間
に
売
却
す
る

「
入
札
公
告
」
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

機
構
が
所
有
す
る
雇
用
促
進
住
宅
、
職

員
住
宅
の
合
計
１
１
４
８
物
件
を
東
西
２

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
総
額
６
３
９
億
円

余
り
で
売
却
す
る
も
の
で
、
東
ブ
ロ
ッ
ク

は
５
５
２
物
件
、
２
９
１
億
６
千
５
９
１

万
４
千
円
、
西
ブ
ロ
ッ
ク
は
６
２
６
物
件
、

３
４
７
億
７
千
８
２
５
万
６
１
９
０
円
で

一
般
競
争
入
札
を
行
い
ま
す 

 

す
で
に
入
札
受
付
を
終
了
し
、
９
月
29

日
か
ら
10
月
５
日
ま
で
の
間
に
入
札
申

請
書
を
受
け
付
け
ま
す
。 

 

厚
労
省
に
よ
る
と
不
動
産
フ
ァ
ン
ド
な

ど
10
数
社
が
手
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

 

そ
も
そ
も
、
小
泉
内
閣
時
代
の
「
官
か

ら
民
へ
」
の
流
れ
の
中
で
、「
特
殊
法
人
改

革
」
が
進
め
ら
れ
、
２
０
０
７
年
に
、「
遅

く
と
も
２
０
２
１
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の

処
理
（
廃
止
）
を
完
了
す
る
」
と
し
た
閣

議
決
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２

０
０
８
年
４
月
、
全
国
の
住
宅
の
う
ち
、

半
分
を
一
方
的
に
廃
止
決
定
し
、「
１
年
以

内
の
退
去
」
を
通
告
、
定
期
契
約
の
方
は

同
年
12
月
に
契
約
満
了
を
迎
え
る
方
か

ら
再
契
約
を
中
止
す
る
と
、
あ
る
日
突
然
、

通
知
さ
れ
、
入
居
者
の
方
々
を
驚
か
せ
ま

し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
入
居
者
の
方
々
が
声

を
あ
げ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
国
会
議
員

団
の
仲
介
で
数
回
に
わ
た
る
政
府
と
の
交

渉
の
中
で
、
事
実
上
、
方
針
は
撤
回
さ
れ
、

そ
の
後
、
派
遣
切
り
に
あ
っ
た
労
働
者
や

災
害
被
災
者
を
受
け
入
れ
、「
退
去
」
方
針

は
見
直
さ
れ
ま
し
た
。 

雇
用
促
進
住
宅
は
国
民
の
大
事
な
資
産 

 

雇
用
促
進
住
宅
は
も
と
も
と
「
石
炭

か
ら
石
油
へ
」
と
い
う
国
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
の
転
換
に
と
も
な
い
、
移
転
や

転
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
々
の
住
居

確
保
を
目
的
に
１
９
６
０
年
か
ら
供
給

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
最
高
時
に
は
38
万

人
が
居
住
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
資
格
要
件
が
緩
和
さ
れ
て
、

「
職
業
の
安
定
を
図
る
た
め
に
宿
舎
の

確
保
を
図
る
こ
と
が
必
要
」
な
勤
労
者

も
対
象
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
０
８
年

に
発
生
し
た
世
界
金
融
危
機
（
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
）
の
影
響
で
、
雇
止
め
に

あ
い
、
仕
事
と
住
居
を
失
っ
た
多
く
の

労
働
者
や
、
東
日
本
大
震
災
の
避
難
者

を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。 



 

 

国と機構は、入居者に責任を持つべきです 

機
構
は
、
入
札
に
当
た
り
、
①
入
居
者
の
い

る
物
件
は
10
年
間
転
売
で
き
な
い
、
②
入
居

者
の
家
賃
な
ど
の
賃
貸
条
件
は
10
年
間
変
更

で
き
な
い
、
な
ど
を
契
約
条
件
に
し
て
い
ま

す
。 厚

労
省
の
説
明
で
は
、売
却
後
も
入
居
者
か

ら
の
苦
情
は
機
構
が
窓
口
に
な
り
、業
者
が
契

約
条
件
を
守
る
よ
う
に
監
督
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。「
元
の
大
家
が
、
新
し
い
大
家
を

監
督
す
る
」と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
本
当
に
可

能
で
し
ょ
う
か
。 

入
居
者
の
方
か
ら
、「
耐
震
工
事
は
ど
ち
ら

が
行
う
の
か
」「
定
期
契
約
者
の
入
居
継
続
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
、
保
障
さ
れ
る
の

か
」「
足
が
悪
く
て
下
の
階
へ
引
っ
越
し
た
い

場
合
に
、
家
賃
や
契
約
は
変
更
し
な
い
ま
ま

で
、
で
き
る
の
か
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

国
と
機
構
は
こ
れ
ま
で
同
様
に
入
居
者
に

責
任
を
持
つ
べ
き
で
す
。 

  

転
居
す
る
と
い
っ
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
な
く
な
る
と
心
配
す
る
方
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
住
宅
の
修
繕
や
営
繕
に
加

え
、
高
齢
に
な
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ス
ロ

ー
プ
な
ど
の
設
置
を
求
め
る
声
も
あ
り
ま

す
。 

 

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
は
、
住
宅
に

困
っ
て
い
る
世
帯
や
人
に
対
し
て
、「
公
的
賃

貸
住
宅
の
適
切
な
供
給
の
促
進
」
を
う
た
っ

三
重
県
四
日
市
市
の
「
雇
用
促
進
住
宅
の
存

続
を
求
め
る
会
」
や
、
愛
知
県
大
府
市
の
住
宅

の
入
居
者
の
方
々
は
、
定
期
的
に
会
合
を
開

き
、
機
構
の
方
針
に
つ
い
て
学
習
し
、
交
流
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
四
日
市
市
の
会
で
は
、
署

名
を
集
め
た
り
、
何
度
も
政
府
・
機
構
に
対
し
、

交
渉
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
東
京
都
品
川
区
の
「
八
潮
69
号
棟
」

（
雇
用
促
進
住
宅
八
潮
宿
舎
）
で
は
、
居
住
者

が
「『
社
会
資
本
整
備
交
付
金
』
の
活
用
な
ど
、

八
潮
69
号
棟
が
公
的
住
宅
と
し
て
存
続
で
き

る
よ
う
品
川
区
に
施
策
を
求
め
る
請
願
」に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

今
回
の
民
間
企
業
へ
の
一
括
売
却
に
道
理

は
な
く
、
住
民
へ
犠
牲
を
強
い
る
も
の
で
す
。 

理
不
尽
な
居
住
者
の
追
い
出
し
は
、許
し
て

は
な
り
ま
せ
ん
。 

島
津
衆
院
議
員
が
国
会
で
取
り
上
げ
る 

日
本
共
産
党
の
島
津
幸
広
衆
議
院
議
員

は
、
今
年
初
め
に
２
度
に
わ
た
り
、
国
会
質

問
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

島
津
議
員
は
、
繰
り
返
し
、「
住
民
を
強
制

的
に
追
い
出
し
て
は
な
ら
な
い
」「
遅
く
と
も

２
０
２
１
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
処
理
を
完

了
す
る
と
し
た
２
０
０
７
年
の
閣
議
決
定
を

撤
回
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。 

て
い
ま
す
。
機
構
は

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
法
で
対
象
と
さ

れ
る
高
齢
者
、
障
害

者
、
子
育
て
世
帯
、

低
額
所
得
者
世
帯

に
対
し
て
安
定
居

住
を
保
障
す
る
責

任
が
あ
り
ま
す
。 

 

島津幸広衆院議員 


